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審 査 結 果 の 要 旨 
 歯周病は, 歯を支持する歯周組織を破壊し, 歯の喪失を招く慢性炎症疾患であり, 歯周組織の再生
治療法の開発が望まれる. 組織再生において重要とされている基質として, これまでに様々な種類の
細胞シートが作成されているが, 理想的な基質は未だ開発されていない.  
申請者は, 抗炎症作用・感染抑制作用等を有するとされ, 手術の際の癒着防止や熱傷後の皮膚被覆な
どに用いられてきた羊膜を基質とし, 近年, 幹細胞ソースとしても着目されている歯髄由来細胞を用
いて, 羊膜上培養歯髄由来細胞シートを作成した.  
 インフォームド・コンセントを得たのち便宜抜歯された智歯をセメントエナメル境で横断, 歯髄組織
のみを無菌的に採取し, 一部から凍結ブロックを作成した. 残りの歯髄組織を細分し, 酵素消化と濾
過の後, 10％FBSと抗菌薬を添加したDMEMを用いて初代培養を行い, 3～4継代培養したものを歯髄由
来細胞とした. 羊膜上にこれら歯髄由来細胞を播種し, 約 2週間培養後, 凍結ブロックを作成した. 
作成した歯髄組織および羊膜上培養歯髄由来細胞シート凍結ブロックを 8 μmに薄切し, H-E染色および
vimentin（間葉系細胞マーカー）, Ki-67（細胞増殖マーカー）, ZO-1（タイト結合構成蛋白質）, desmoplakin
（デスモゾーム関連蛋白質）, CD29, CD44, CD105, CD146, STRO-1（間葉系幹細胞マーカー）, collagen IV, 







た. また, 羊膜上にて基底膜を構成し接着していた. さらに, 間葉系幹細胞マーカーの発現が認め
られたことより, シート中に幹細胞が存在している可能性が示された. 羊膜は歯髄由来細胞の培養に
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